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⑴
若
者
雇
用
を
め
ぐ
る
ミ
ス
マ
ッ
チ

　
　
　
　
　

解
消
を
求
め
る
意
見
書

　

若
者
雇
用
の
非
正
規
化
が
進
む
要

因
の
一
つ
に
、
多
く
の
中
小
企
業
が

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
求
人
す
る

一
方
、
学
生
側
は
就
職
支
援
サ
イ
ト

を
多
用
し
て
い
る
と
い
う
ミ
ス
マ
ッ

チ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
と
就
職
支
援
サ
イ
ト
の
連

携
・
強
化
で
中
小
企
業
に
関
す
る
情

報
提
供
体
制
の
充
実
を
図
る
こ
と
な

ど
４
項
目
を
、
迅
速
か
つ
適
切
に
講

じ
る
よ
う
政
府
に
強
く
求
め
る
。

⑵
北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
問
題

　
　

の
早
期
解
決
を
求
め
る
意
見
書

　

北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
問
題

は
、
わ
が
国
に
対
す
る
主
権
侵
害
か

つ
重
大
な
人
権
侵
害
で
あ
り
、
国
の

責
任
に
お
い
て
解
決
す
べ
き
喫
緊
の

問
題
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
拉
致
問
題

の
解
決
に
向
け
全
力
で
取
り
組
む
よ

う
国
に
強
く
要
望
す
る
。

⑶
介
護
保
険
制
度
に
お
け
る

　

国
庫
負
担
割
合
の
引
き
上
げ
等

　
　
　
　
　
　
　

を
求
め
る
意
見
書

　

わ
が
国
の
人
口
の
高
齢
化
が
急
速

に
進
行
す
る
中
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
者
数
は
伸
び
続
け
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
、
介
護
保
険
料
の
上
昇

や
地
方
自
治
体
の
過
重
な
負
担
が
危

惧
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
同
制
度

の
長
期
に
わ
た
る
安
定
的
な
運
営
確

保
の
た
め
、
国
庫
負
担
割
合
の
引
き

上
げ
と
と
も
に
、
低
所
得
者
の
保
険

料
や
利
用
料
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て

も
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
よ
う
国

に
強
く
要
望
す
る
。

⑷
父
子
家
庭
支
援
策
の
拡
充
を

　
　
　
　
　
　
　
　

求
め
る
意
見
書

　

年
々
増
加
し
て
い
る
父
子
家
庭
は
、

経
済
的
に
不
安
定
で
、
子
育
て
等
で

も
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
が
、

父
子
家
庭
と
母
子
家
庭
で
は
、
行
政

に
よ
る
支
援
の
内
容
に
大
き
な
差
が

あ
る
。
よ
っ
て
、
母
子
家
庭
に
限
ら

れ
て
い
る
諸
制
度
に
つ
い
て
、
父
子

家
庭
も
対
象
と
す
る
よ
う
改
善
を
行

う
と
と
も
に
、
２
項
目
の
速
や
か
な

実
施
を
政
府
に
強
く
要
望
す
る
。

⑸
高
校
授
業
料
無
償
化
の
継
続
を

　
　
　
　
　
　
　
　

求
め
る
意
見
書

　

格
差
と
貧
困
が
広
が
る
中
、
高
校

授
業
料
無
償
化
は
、
学
費
の
心
配
な

く
安
心
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
経

済
的
理
由
で
高
校
に
通
う
こ
と
が
困

難
な
子
ど
も
た
ち
に
大
き
な
希
望
を

与
え
、
社
会
全
体
で
子
ど
も
の
学
び

を
支
え
る
も
の
と
し
て
大
い
に
歓
迎

さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
平
成
24
年

度
以
降
も
国
の
責
任
で
高
校
授
業
料

無
償
化
を
継
続
す
る
よ
う
強
く
求
め

る
。

⑹
こ
こ
ろ
の
健
康
を
守
り
推
進
す
る

　

基
本
法
の
制
定
を
求
め
る
意
見
書

　

自
殺
者
数
や
精
神
疾
患
の
受
診
者

数
の
増
に
示
さ
れ
る
国
民
の
心
の
健

康
危
機
と
も
い
え
る
状
況
に
お
い
て
、

精
神
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
サ
ー
ビ

ス
の
現
状
は
、
国
民
ニ
ー
ズ
に
応
え

ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
よ
っ
て
、

全
て
の
国
民
を
対
象
と
し
た
総
合
的

で
長
期
的
な
政
策
を
保
障
す
る
標
記

基
本
法
の
制
定
を
政
府
に
強
く
求
め

る
。

⑺
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
の
充
実
を

　
　
　
　
　
　
　
　

求
め
る
意
見
書

　

近
年
、
野
生
生
物
に
よ
る
農
作
物

被
害
は
深
刻
な
状
態
に
あ
り
、
経
済

的
損
失
に
と
ど
ま
ら
ず
、
農
村
地
域

社
会
の
崩
壊
を
招
き
か
ね
な
い
。
そ

の
被
害
を
確
実
に
防
止
す
る
た
め
に

は
、
地
域
リ
ー
ダ
ー
、
狩
猟
者
の
育

成
・
確
保
な
ど
の
対
策
強
化
が
不
可

欠
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
効
果
的
な
鳥

獣
被
害
防
止
対
策
の
構
築
な
ど
４
項

目
の
実
施
を
国
に
強
く
要
望
す
る
。

⑻
地
球
温
暖
化
対
策
税
に

　
　
　
　
　
　
　
　

関
す
る
意
見
書

　

今
後
、
わ
が
国
の
地
球
温
暖
化
対

策
の
中
心
と
な
る
森
林
吸
収
源
対
策

を
着
実
に
進
め
て
い
く
た
め
、
そ
の

財
源
確
保
に
つ
い
て
早
期
に
検
討
を

始
め
る
よ
う
国
に
強
く
要
望
す
る
。

⑼
津
波
避
難
施
設
等
の
整
備
に

係
る
各
種
規
制
の
緩
和
を

求
め
る
意
見
書

　

津
波
避
難
施
設
等
の
整
備
に
当
た

っ
て
は
、
各
種
法
令
の
制
限
に
よ
り

用
地
取
得
が
困
難
と
な
る
事
例
が
見

受
け
ら
れ
る
。
全
て
の
津
波
避
難
困

難
地
域
を
解
消
し
、
南
海
地
震
対
策

の
充
実
、
加
速
化
を
図
る
た
め
に
も
、

施
設
整
備
に
係
る
各
種
法
令
に
よ
る

基
準
の
緩
和
な
ど
２
項
目
を
早
急
に

実
施
す
る
よ
う
国
に
強
く
要
望
す
る
。

⑽
四
国
地
方
整
備
局
及
び

各
事
務
所
の
存
続
を

求
め
る
意
見
書

　

住
民
自
治
、
国
と
地
方
の
適
切
な

役
割
分
担
、
財
源
と
そ
の
配
分
、
使

途
な
ど
、
改
善
す
べ
き
課
題
は
た
く

さ
ん
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
出

先
機
関
を
原
則
廃
止
し
、
地
域
間
格

差
、
地
方
切
り
捨
て
に
つ
な
が
る
現

在
の
地
方
分
権
改
革
の
動
き
に
は
賛

同
で
き
な
い
。
よ
っ
て
、
国
民
の
安

全
、
安
心
を
守
る
た
め
、
四
国
地
方

整
備
局
お
よ
び
そ
の
事
務
所
、
出
張

所
の
廃
止
や
地
方
移
譲
は
行
わ
な
い

こ
と
な
ど
３
項
目
に
つ
い
て
国
等
に

求
め
る
。

⑾
基
礎
的
財
政
の
黒
字
化
を

目
指
し
て
徹
底
し
た
行
財
政

改
革
を
求
め
る
意
見
書

　

現
在
の
国
に
お
け
る
借
金
の
状
況

は
看
過
で
き
な
い
も
の
と
な
っ
て
き

た
。
し
か
し
、
国
は
議
員
定
数
や
国

家
公
務
員
の
削
減
な
ど
が
十
分
に
行

わ
れ
な
い
状
況
下
で
消
費
税
の
増
税

論
議
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
国
民

の
期
待
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
。
つ

い
て
は
、
基
礎
的
財
政
の
黒
字
化
を

目
指
し
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
を
国

に
強
く
求
め
る
。

⑿
基
礎
自
治
体
へ
の
円
滑
な

　
　

権
限
移
譲
に
向
け
た
支
援
策
の

　
　
　
　
　

充
実
を
求
め
る
意
見
書

　

地
域
主
権
改
革
は
、
明
治
以
来
の

中
央
集
権
体
質
か
ら
の
脱
却
、
国
と

地
方
が
対
等
の
立
場
で
対
話
で
き
る

関
係
へ
の
根
本
的
な
転
換
を
進
め
て

い
く
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

よ
っ
て
、
権
限
移
譲
に
伴
い
必
要
と

な
る
財
源
措
置
を
確
実
に
行
う
こ
と

な
ど
４
項
目
に
つ
い
て
、
速
や
か
な

実
施
を
政
府
に
強
く
要
望
す
る
。

⒀
鏡
川
漁
業
協
同
組
合
の

正
常
化
に
向
け
た
迅
速
な
対
応
を

求
め
る
意
見
書

⒁
伊
方
原
子
力
発
電
所
の

再
稼
働
を
認
め
な
い
こ
と
を

求
め
る
意
見
書

⒂
秘
密
保
全
法
制
定
に
反
対
し
、

情
報
公
開
の
推
進
を

求
め
る
意
見
書

⒃
共
通
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）

制
度
の
導
入
に
反
対
す
る
意
見
書

⒄
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
の

今
年
度
中
の
法
案
提
出
の　
　

方
針
撤
回
を
求
め
る
意
見
書

⒅
公
的
年
金
の
改
悪
に

　
　
　
　
　
　
　

反
対
す
る
意
見
書

⑧

　

今
年
は
本
市
財
政
が
危
機
的
状
況

か
ら
脱
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う

か
の
大
事
な
年
。
と
い
う
わ
け
で
、

平
成
24
年
度
予
算
案
の
審
議
が
テ
ー

マ
と
な
っ
た
３
月
定
例
会
で
は
、
代

表
質
問
に
５
人
、
個
人
質
問
に
16
人

が
登
壇
す
る
な
ど
、
熱
い
論
戦
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。
本
号
を
ご
覧
い
た

だ
く
こ
と
で
、
少
し
で
も
皆
さ
ま
に

論
戦
の
内
容
を
お
伝
え
で
き
れ
ば
幸

い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
議
会
広
報
委
員
）

編

集

後

記

３
月
定
例
会
に

提
出
し
た

意

見

書

⑴
～
⑻
は
全
員
賛
成
で
、

⑼
～
⑿
は
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

⒀
～
⒅
は
否
決
し
ま
し
た
。

（要 旨）
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